




































設等、一連の政策がそれである。 の間の事情については既述して江湖 叱正を乞うたが、本稿 この範時に基づいて 僧録制度
（2
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同期における急激な地方発展の結果、大名層に信者が多く、その士山口提所となる寺院が多かった。ここに転封による新領主許任の際応々にして録所の鈴綜となり、種々の軌榔怖を生ずる とと る。録所選定の場合通常考えられることは、（一）新地にて旧来の録所をそのまま承認する。（二）任 にて新たに菩提所 設定し録一山とする。（一二）転封にとも って菩捉所を旧地より新 へ移転させこれ 録所とする。などの場合が考えられる。多くは旧来の録所をそのまま承認しつつ、新地における旧領主の菩提所及び地よりの菩提 ともに録所として複数の録所を設置する場合が一般的であると思われ たとえば一一一春領 近隣を例 と ても会津の天寧寺・恵倫寺・普竜寺の一一一ケ寺 よ 録所（相僧録）、山石代平の長、源寺・竜門寺 二ケ寺相僧録等がそれであ 。
三春藩の場合、城下の天沢寺は宗祖道一克五代の法孫である太原
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